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令和７年度　地域連携推進会議　議事録

波の家グループホーム

2026年2月12日(木)

第２波の家グループホーム

備考

協議内容・

意見等

（１）主催者挨拶

  (２)  会議の目的　・利用者と地域の関係づくり

　　　　　　　　　・地域の方への施設や利用者に関する理解の促進

　　　　　　　　　・サービスの透明性、質の確保

　　　　　　　　　・利用者の権利擁護

 

  (３)  出席者紹介

  (４)  グループホームの概要・基本理念(配布資料あり)

　　　〈概要〉

　　　　　　　平成２８年４月、知的障害の男性４名定員のグループホームとして立ち上がる。

　　　　　　　親の高齢化に伴い、親亡き後安心して暮らせる場所として設立された。

　　　　　　　法人内のスタッフによる手厚い支援を行うことで、利用者の方に安心してご利用

　　　　　　　して頂いている。

　　　　　　　法人内の利用者からのご希望もあり、令和５年１０月、大久保町山手台に知的障害

　　　　　　　の男性４名定員の住居の追加を行った。

　　　　　　　立ち上げの際には近隣自治会の方のご理解を頂くために、説明会、見学会を行った。

　　　　　　　地域の皆様にあたたかく見守られ、ご協力を頂きながら、今後も引き続き利用者、

　　　　　　　ご家族に安心して頂けるグループホームの運営を目指します。

　　　〈基本方針〉

　　　　　　　・障害を持った方を手厚く、かつ持続可能な支援を行います。

　　　　　　　・この先何十年も長期的に安定したサービスが提供できるようにします。

　　　　　　　・長期にわたる利用を考え、周囲の環境にも重点を置き、利用者の利便性や安全性を

　　　　　　　　考え、住居を選択します。

  (５)  グループホームの取り組み(配布資料あり)

　　　　　　　　　・利用者の日常生活について

　　　　　　　　　・支援者の様子について

　　　　　　　　　・地域活動参加について

　　　　　　　　　・災害時、緊急時の対応、医療連携について

　　　　　　　　　・苦情の共有

　　　　　　　　　・事故、ヒヤリハット等報告　等

　　　〈災害時、緊急時、医療連携について〉

　　　　　　　・法人の「緊急対応マニュアル」の緊急時フローチャートに沿って、けが人や

　　　　　　　　急病人、事故が発生した時の対応を行います。

　　　　　　　・業務継続計画(BCP)を策定し、感染症流行や、災害が発生した場合においても

　　　　　　　　サービス提供を継続(再開)するための職員の訓練、研修を行っています。

　　　　　　　・平常時より、月に１度利用者と一緒に避難訓練を実施しています。

　　　　　　　・協力医療機関や、看護師と連携し、利用者の健康管理を行っています。

　　　　　　　・警備会社との契約をしています。

　

  (６)施設訪問時・見学の感想

    ・利用者、職員皆さんの雰囲気が明るい。

    ・ホーム内で色々な行事をしていて楽しそう。

　・自治会の方々から苦情などの申し出はない。

（７）意見交換

質問：(施設職員)地域清掃や総会には参加させて頂いているが、それ以外に自治会の年間行事はありますか。

意見：(自治会様)以前は盆踊り等があったが、住人の年齢層が高くなり、今はほとんど活動していない。

意見：(構成員A様)共同で自治会館を借りて、イベント(カフェ等)を行う等一緒に行うことがあると良いので

　　　はないか。

質問：(施設職員)災害時、相互で協力し合えると良いと思いますが、どんな事が協力出来そうか。

意見：(自治会様)この地域は高齢の方が多く、実際の災害時には人手が必要になってくると思う。

　　　避難が必要な時には、１人２人声をかけてもらえるようなつながりがあるといいと思う。

　　　ただ、地域住民がグループホームの利用者の方と関わる機会がないので、知らない方もいる。

　　　今回の会議に参加して、初めて皆さんと接する事が出来、良い機会だった。今後のかかわり方

　　　は難しいが、３丁目の役員がこのような会議に順番に参加して行き、お互いを身近に感じられ

　　　るようにしていきたい。

　　　(構成員A様)普段、一緒の活動は無理かもしれないが、お互いに気にかけていることは素晴らし

　　　い事です。実際の災害時には、物資が届くのに時間がかかることもあるので、自治会と協力して

　　　備蓄品を備えておくことも大切になります。

　　　(施設職員)お声かけ等、出来ることはお互いに協力して行きましょう。今後も災害時に協力出来る

　　　ことを具体的に話し合って行きましょう。

意見：(構成員Ａ様)グループホーム立ち上げ時に自治会との話し合いに参加しました。

　　　利用者の方の日中活動の様子を見たこともあります。皆さんが生産活動に参加されていることは

　　　とても良いことだと思います。

　　　災害時の対応は、いつどこで起こるかわからないので、普段から準備をしておくべきです。

　　　そのためにも、地域の方とつながりを持っておくことは大切だと思うので、地域の方の協力を

　　　頂いて、普段より顔の見える環境を続けて頂きたいと思います。

　(８)閉会
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協議内容・

意見等

（１）主催者挨拶

  (２)  会議の目的　・利用者と地域の関係づくり

　　　　　　　　　・地域の方への施設や利用者に関する理解の促進

　　　　　　　　　・サービスの透明性、質の確保

　　　　　　　　　・利用者の権利擁護

 

  (３)  出席者紹介

  (４)  グループホームの概要・基本理念(配布資料あり)

　　　〈概要〉

　　　　　　　平成２８年４月、知的障害の男性４名定員のグループホームとして立ち上がる。

　　　　　　　親の高齢化に伴い、親亡き後安心して暮らせる場所として設立された。

　　　　　　　法人内のスタッフによる手厚い支援を行うことで、利用者の方に安心してご利用

　　　　　　　して頂いている。

　　　　　　　法人内の利用者からのご希望もあり、令和５年１０月、大久保町山手台に知的障害

　　　　　　　の男性４名定員の住居の追加を行った。

　　　　　　　立ち上げの際には近隣自治会の方のご理解を頂くために、説明会、見学会を行った。

　　　　　　　地域の皆様にあたたかく見守られ、ご協力を頂きながら、今後も引き続き利用者、

　　　　　　　ご家族に安心して頂けるグループホームの運営を目指します。

　　　〈基本方針〉

　　　　　　　・障害を持った方を手厚く、かつ持続可能な支援を行います。

　　　　　　　・この先何十年も長期的に安定したサービスが提供できるようにします。

　　　　　　　・長期にわたる利用を考え、周囲の環境にも重点を置き、利用者の利便性や安全性を

　　　　　　　　考え、住居を選択します。

  (５)  グループホームの取り組み(配布資料あり)

　　　　　　　　　・利用者の日常生活について

　　　　　　　　　・支援者の様子について

　　　　　　　　　・地域活動参加について

　　　　　　　　　・災害時、緊急時の対応、医療連携について

　　　　　　　　　・苦情の共有

　　　　　　　　　・事故、ヒヤリハット等報告　等

　　　〈災害時、緊急時、医療連携について〉

　　　　　　　・法人の「緊急対応マニュアル」の緊急時フローチャートに沿って、けが人や

　　　　　　　　急病人、事故が発生した時の対応を行います。

　　　　　　　・業務継続計画(BCP)を策定し、感染症流行や、災害が発生した場合においても

　　　　　　　　サービス提供を継続(再開)するための職員の訓練、研修を行っています。

　　　　　　　・平常時より、月に１度利用者と一緒に避難訓練を実施しています。

　　　　　　　・協力医療機関や、看護師と連携し、利用者の健康管理を行っています。

　　　　　　　・警備会社との契約をしています。

　

  (６)施設訪問時・見学の感想

    ・利用者、職員皆さんの雰囲気が明るい。

    ・ホーム内で色々な行事をしていて楽しそう。

　・自治会の方々から苦情などの申し出はない。

（７）意見交換

質問：(施設職員)地域清掃や総会には参加させて頂いているが、それ以外に自治会の年間行事はありますか。

意見：(自治会様)以前は盆踊り等があったが、住人の年齢層が高くなり、今はほとんど活動していない。

意見：(構成員A様)共同で自治会館を借りて、イベント(カフェ等)を行う等一緒に行うことがあると良いので

　　　はないか。

質問：(施設職員)災害時、相互で協力し合えると良いと思いますが、どんな事が協力出来そうか。

意見：(自治会様)この地域は高齢の方が多く、実際の災害時には人手が必要になってくると思う。

　　　避難が必要な時には、１人２人声をかけてもらえるようなつながりがあるといいと思う。

　　　ただ、地域住民がグループホームの利用者の方と関わる機会がないので、知らない方もいる。

　　　今回の会議に参加して、初めて皆さんと接する事が出来、良い機会だった。今後のかかわり方

　　　は難しいが、３丁目の役員がこのような会議に順番に参加して行き、お互いを身近に感じられ

　　　るようにしていきたい。

　　　(構成員A様)普段、一緒の活動は無理かもしれないが、お互いに気にかけていることは素晴らし

　　　い事です。実際の災害時には、物資が届くのに時間がかかることもあるので、自治会と協力して

　　　備蓄品を備えておくことも大切になります。

　　　(施設職員)お声かけ等、出来ることはお互いに協力して行きましょう。今後も災害時に協力出来る

　　　ことを具体的に話し合って行きましょう。

意見：(構成員Ａ様)グループホーム立ち上げ時に自治会との話し合いに参加しました。

　　　利用者の方の日中活動の様子を見たこともあります。皆さんが生産活動に参加されていることは

　　　とても良いことだと思います。

　　　災害時の対応は、いつどこで起こるかわからないので、普段から準備をしておくべきです。

　　　そのためにも、地域の方とつながりを持っておくことは大切だと思うので、地域の方の協力を

　　　頂いて、普段より顔の見える環境を続けて頂きたいと思います。

　(８)閉会


